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2. 鼻薬の共力剤に関す る研究 兼29報 ポ.)オールのメチルエーテル塀のピレス･)ンおよびアレ

ス.)ンに対する共力効果について 松原弘道,明山矩克 (岐阜大学畠学部 戯芸化学教室)47.10.12.

受理

アカイェカの幼虫ならびにイエバエの成虫に対するピレスリンおよび アレスリンの ノックダウン

ならびに致死効力への25位の脂肪族,脂E3族および芳香族のポL)オールのメチルエーテル数の兆力

効米を検討した. アカイエカの幼虫に対する各ピレスロイドのノックダウン効力-共力効果を示す

化合物は少なかったが, イエバェに対するノックダウン効力へは, 多数の化合物が強い共力効果を

示した. 両昆虫への致死効力に対して火力効果を示す化合物は少なく, また蚊取線香では全く共力

効鵜がみられなかった. ポt)オールのメチルエーテル効の共力作用機構は薬剤の虫体内への渉透の

促進と想像せられ 分子中にメトキシ益の数の多いことは必ずしも共力効果の増故には寄与せず.

むしろメチル, メチレンあるいは水酸基のような疎水性ならびに親水性の基 との共存が必要と,払わ

れる.

各種ポ1)オール (polyol)のうち,ポ1)フェノール

のメチルエーテル類のピレスt)ンおよびアレス1)ンに

対する非力効恥については,著者の 1人松原1'および

Kerr2)の研究があり,一般にベンゼン環上のメトキシ

誠の数の相加に伴ない非力効架が増大することが観察

されている.また Berozaeiat･3)は各種の3,4-me-

thylenedioxyphenyletherがピレスリンならびにアレ

ス.)ンに払い非力効果を示すことを報告している.

MorcficldetaL.4)によればイエバエに対する car.

barylの効力への methylenedioxypllenyl誠 を有す

る化合物の火力効凪 まmethylenedioxy基の代 りに

メトキシ韮あるいはメトキシ益と水酸基をもってEVItu換

する時は甚だしく姐少するか,あるいは失われるが,

ベンゼン環上のメトキシ基数が増加するときは,それ

が 和地せ られ るという. また WilkinsonS)は1,3-

bcnzodioxole(methylenedioxyphenyl)の5および

6位に班々の田換基を有する23柾の化合物を合成し,

それらを carbarylに混用し,イエバエを用いての生

物検定を行ない.5あるいは6位にメトキシ韮あるい

はメトキシ基と出来,臭素.ニトロ基香田換する化合

物が carbarylに対して極めて払い共力効果を示すと

棚LIBしている.

このように芳香訊 こアルコキシ基,特にメトキシ基

をEPIili換している化合物の殺虫剤に対する共力効果につ

いてはかなりの研兜があるが,一方脂肪族あるいは胎

環族二価,三価および多価アルコールのアルキルエー

テル教のピレスロイドに対する共力効果についての研

究は殆どなく,ただ笠非 6)がショウジョウバエに対

する r-BHCの致死効力への glycerol1,3-diethyl･

6

ether,ethyleneglycolmonomethylether(I)およ

び ethyleneglycolmonoethyletherの共力効架を

報告しているに過ぎないので.まず主として脂肪族な

らびに脂環族の diol,triol,tetraol,pentaolおよび

hexolの各メチルエーテル20極を合成し,これらの化

学稲造とピレスロイドに対する共力効果との関係を明

らかにし,さらにピレスロイド製剤特に蚊取線香用の

優れた共力剤を探求するため.イエバエ成虫ならびに

アカイエカ幼虫に対するピレスリンおよびアレスリン

の致死ならびにノックダウン効力への25班のポt)オー

ルのメチルエ-テル郡の共力効果を才放粉降下池田班.

局所適用法,ペ トリー皿法および蚊取線香畑地法を川
いて検討し,若干の知見を得たのでここに報告する｡

実 験

Ⅰ.実験材料

1.供試薬剤

ポリフェノールのメチルエーテル類のうち,tctra･

hydroxybenzeneのメチルエーテルであろ 1,2,3,5-

tetramethoxybenzeneの ピレス.)ンに対する火力効

果については既に Kerr2)の報告があるので. さらに

田換基の多い hexahydroxybenzene(benzcnchcxol)

の求t)メチル誘導体の合成を日的とし,Tff収の 桝yO-

inositol(mp2250)を氾硝酸で処理してmyo-inositol

hexanitrateを合成し.次いで50,00'脱酸加盟桁紋を滴

下 tetrahydroxy-A-benzoquinoneの加盟鮎を作り,

次いで稀塩酸で処理 tetrahydroxy-♪一benzoquinone

(mp2508) を得た. 本化合物をジアゾメタンでメチ

ル化 L tetramethoxy-♪-benzoquinone(mp1350)
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とし.さらにこれを以化耶-錫と脱酸で道元Ltetra.

methoxyhydroquinone(XXIV)を柑た.またbcnzcnc･

hcxolhexamcthylether(XXV)は本化合物のジア

ゾメタンによるメチル化によって合成 した.胴肪

放アルコールのメチルエーテルの うち.glycero12-

monomethylcther(XT)は glyccrol1,31dichloro.

hydrinの CHSTおよび A飢0によるメチル化で生成

した glycerol1,3-dichlorollydrin2-methyletherの

加水分脈により,1,2-epoxy-3-methoxypropane(ⅠⅩ)

は1,2-epoxy-3-chloropropaneの メタノールおよび

硫酸によるメチル化で生成した 1-methoxy-2-hydro-

xy-3-chloropropaneの苛性ソーダによる脱塩憩.ェ

ポキシ化によりそれぞれ合成した.またtrimethylene

glycolmonomethylether(ⅤⅠⅠ),glycero11-mono･

methylether(X),glycerol1.2-dimethylether(XtI).

および glycerol1,3-dimethyletller(ⅩⅠⅠⅠ)はそれぞ

れ 3-chloro-トpropanol,glycero11-monochloro･

hydrin,glycero11,2-dibromohydrinおよびglycero1

1,3-dichlorohydrinの NaOCH8によるメチル化で

合成し.さらにpropyleneglycoldimethylether(VI),

trimethyleneglycoldimethyletller(ⅤⅠⅠⅠ),glycerol

trimethylether(XIV).tetra-0-methylerythritol

(XV), tetra-0-methylpentaerythritol(XVI),

penta-0-methyladnitol(ⅩⅤⅠⅠ),penta-0-methyl-

p-arabitol(XVIII).penta-0-methylxylitol(ⅩⅠⅩ),

hexa-0-methyldulcitol(XX),hexa-0-methyl-D-

mannitol(XXⅠ),hexa-0-methylsorbitol(ⅩⅩⅠⅠ)

および hexa-0-methyl-myo-inositol(XXlII)はそ

れぞれ相当する polyhydricalcoholのジメチル硫酸

によるメチル化により合成し,他は市収の特級品を分

溜によりtJ'1拳法したものであろ.これら25柾のtlt試メチ

ルエーテル獄の名称,･布け,排点および融点は節1話…

に示す通りである.アレスリン (Pynamin;92.4%,

住友化学工業).除虫菊エキス (LJレス')ンⅠ10.8%;

ピレスリンⅠⅠ9.2%,大日本除山菊) および タルク

(300メッシュ,日本出典)は何れもエ深川原体である.

2,眺試昆虫

a.イエバエの成虫 :111JW )に払拭したと同様のLab.

em.7.cm.系統のイエバエ MLLSCadomesEfcaL.で,

各種殺虫剤に感受性のものであり.羽化後4-5日を経

Table1. Boilingpointormeltingpointofpolyolmethylcthersused.
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Ethyleneglycolmonomethylether
Ethyleneglycoldimethylether
1,1-Dimethoxyethane

2,2-DimetI10XyprOpane

1-Methoxy-2-propanoI

Propyleneglycoldimethylether
TrimethyleneglyC01monomethyletI一er
Trimethyleneglycoldimethylether

1,2-Epoxy-3-methoxypropane

Glyceroll一monometl一yletller

Glycero12-monomethylether

Glycerol1,2-dimethylether
Glycero11,3-dimethylether

Glyceroltrimethylether
Tetra-0-methylerythritoI

Tetra-0-methylpentaerythritoI
Penta-0-methyladnitoI

Penta-0-methyl-D-arabitoI

Penta-0-methylxyHtol
lJexa-0-methyldulcitoI

Hexa-0-methyl-D-mannitoI

Hexa-0-methylsorbitol

Hexa-0-mcthy1-myo-inositoI
Tctramcthoxyhydroquinone
Benzenehexolhexamethylether

bp/Hgmm
(mp) oC
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た雌全の雌成虫を用いた.

b.アカイエカの幼虫 :前轍7)に用いたと同様のア

カイエカ Cutex♪iL･iensI)aLlcnsCoqui.で,卿化後

5日以内の終齢幼虫である.

3.供試魁剤の調製

イェバ工に対する局所適用に班用した薬液は.ピレ

スロイドに対し8倍量の各ポ1)オールメチルエーテル

祝を混和してアセトン浴紋となし,各系列共4段階の

浪皮のものを調製した.撤粉降下法置法によりイエバ

エに適用するための粉剤は300メッシュのタルクを媒

剤とし,ピレスリン0.12%あるいはアレスリン0.075

%および各ポ.)オールメチルエーテル殻を各ピレスロ

イドの8倍並を混合して調製した.

アカイエカの幼虫に対するノックダウン試験用の原

乳剤の組成は,純ピレスロイド0.025%,メチルエー

テル駁0.200乳 TritonX-10045.000%およびキシレ

ン54.775-54.975%,同様に同一昆虫に対する致死試

験用原乳剤の組成は,純ピレスロイド0.25%.メチル

エーテル規2.00%,TritonX-10045.00%およびキ

シレン52.75-54.75%とし,何れの場合もピレスロイ

ドの8伯山のメチルエーテル校を混和した.

蚊取線香におけろメチルエーテル獄の共力効果を知

るための眺試用線番生地の組成は,木粉46.5%. 糊

5.0%,CMC1.5%,タブ粉18.0,%,杉粉16.0%.班
水珪酸 10.0%および拍粉3.0%とし,この中にピレス

リンあるいはアレスリン0.5%およびメチルエーテル

瑞をピレスロイドの4倍鼠 すなわち2.0%を繰り込

み,笈形の断面を持つ1)ボン状に乾放し線香とした.

ⅠⅠ.実験装置および方法

イエバエに対する局所適用,才故粉降下法田法による

粉剤通用試験ならびにアカイエカ幼虫に対するペト))

一皿法によるノックダウンおよび致死試験に用いた法

悦および方法は机紺7)と同じであり,またイエバエに

対する蚊取線香の通用の法田および方法は節6報8) と

同じで.畑地の弧皮は1試験に0.5gの線香片を線番立

てに水平に丑し両端から点火し煉煙せしめた.

ⅠⅠⅠ.実験結果および考察

1.アカイエカ幼虫ならびにイエバエ成虫に対する

ピレスリンおよびアレスリンのノックダウン効果

へのポ1)オールメチルエーテル獄の共力効果

前述の実験方法によってピレスリンおよびアレスリ

ン単剤ならびにこれらに8倍虫の各校ポ1)オ-ルメチ

ルエーテル獄を加えた乳剤あるいは粉剤を.ペ トリー

皿法あるいは撤粉降下袋田法によってアカイエカ幼虫

あるいはイエバエ成虫 にそれぞれ通用し,その時間

(分)-ノックダウン虫率(%)から回帰方程式を求め,

さらにそれから罪出した中央ノックダウン時間からノ

ックダウン効力に対する各メチルエーテル萩の共力皮

8

を評定した.その結Iniを節 2表に示す.

アカイエカの敏虫に対する両ピレスロイドのノック

ダウン効力への各メチルエーテル殻の共力皮を見るに,

一般に強い共力効果をもつものは少なく,非力皮が2

以上のものは殆どなく, ピレスリンに対するⅩⅤⅠお

よび ⅩⅩ,アレスリンに対する ethyleneglycoldi･

methylether(ⅠⅠ),2,2-dimetl10XyprOpane(ⅠⅤ),

1-methoxy-2-propanol(V),VIおよびⅤⅠⅠⅠの共力

効果が目立つ程度で.炭素数が少なく,分子巾にメト

キシ基の外,メチレンあるいはメチル基を布する化合

物に共力効果がみられる.

一方イエバエの成虫に対する両ピレスロイドのノッ

クダウン効力への各メチルエーテル獄の共力効凪 ま.

一般にアカイエカの幼虫の場合に比して大で,その八･
力皮が2以上のものがかなりあり,アレスリンのアカ

イエカ幼虫に対するノックダウン効力へ非力効架をホ

した ⅠⅠ,ⅠⅤ,Ⅴ,ⅤⅠⅠⅠおよびⅩⅩⅤは何れもアレスリ

ンに対して強い共力効采を示し,この外 7,1.1-dimc･

tboxyethane(ⅠⅠⅠ),ⅤⅠⅠ,ⅠⅩ,Ⅹ,ⅩⅠ,ⅩⅠⅠ,XlIIおよ

び XtV もアレス.)ンに対する共力度が誠だ大で,一

般にピレスリンに対するよりアレスリンに対する共力

皮の方が大なる傾向がある.

このようにアカイエカの幼虫のノックダウン効果に

対すろ共力皮よりイエバエのそれに対する共力庇が大

であるのは,アカイエカの場合の生物試験は浸Ul法で

あるのに,イエバエの場合のそれは粉剤として適用で

あるために,虫体クテクラ層を迅しての糸剤の浸入あ

るいは体内作用点への兆剤の到達に対して.メチルエ

ーテル祝が前者の場合より後者の場合により多くW田

を与えるためと想像せられろ.

化学梢道と共力皮との関係をみるに,アカイエカの

場合と同様に炭素数が多く総ての水酸基がメチル化さ

れている化合物よりも,炭素数が2-3個のもので分子

中にメトキシ基に加うるにメチル.メチレンあるいは

水酸基を共有するものに共力皮が大なるものが多く,

tetritolおよび pentitolの テトラあるいはペンタメ

チルエーテル矧 ま殆ど全部共力効果を示さず,脂肪族

および脂環族 hexitolのヘキサメチルエーテル桝は何

れも中程度の共力皮を示し,benzenehexolのヘキサ

メチルエーテルもこれに近い共力効果をもっている.

なおベンゼン核上のメトキシ基数の増加は火力J鑑を増
加せしめる偵向が認められ 著者1)の報告と一致する.

しかし芳香環以外の脂肪族化合物では,分子ltlにメト

キシ基の数が多いことは,必ずしも非力効米を大なら

しめる要因とはならず,メトキシ誠の外に疎水性のメ

チルあるいはメチレン韮ならびに親水性の水酸基の存

在も,共力効果の増進に寄与しているものと思われ

る.
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Table2.Dcgrcesofsynergism ofpolyolmcthylcthcrsforknockdown

effcctivenessofpyrelhrinsand allethrinagainstmosquito
larvacandadulthouseflies.

2.アカイエカ幼虫ならびにイエバエ成虫に対する

ピレス1)ンおよびアレス1)ンの致死効果へのポリ

オールメチルエーテル類の共力効果

前記の実験方法によって,ピレスリンおよびアレス

.)ン蝉剤ならびにこれらに8倍員の各ポ.)オールメチ

ルエーテル類を混和した乳剤あるいはアセトン溶紋を,

アカイエカ幼虫あるいはイエバエ成虫に適用し.24時

rLq後の致死率から薬包 (ppm;㍗)一致死率 (%)同相方

程式を求め.さらにそれらから巾央致死渋皮あるいは

中央致死兆爪をmLIした. これら両†伽 らゝ致死効火に

対すろ各メチルエーテル獄のjt･)J班を抑証した.その

結果を郡3諺に示す.

アカイエカの幼虫に対するTIld'ピレスロイドの致死効

力へは.殆どのtJUu:化合物は八･力効知 を示さず,

VII,ⅠⅩおよびⅩのみL伽 にゝ火力効果を示す.またイ

エバェに対する致死効)Jへの火力効脚 こついての生:物

試験は,アカイエカ幼虫に対するノックダウンおよび

致死効力へ,またイエバエに対するノックダウン効力

へそれぞれ共力効果を示した7化合物についてのみ行

なったが,VIIIおよびXVIのみが雨ピレスロイドの

致死効力に,またXがビレスリンの致死効力へそれぞ

れ火力効果を示すにとどまった.

以上のように両兄山のノックダウン効力へは非力効

米を示す化合物が多いが,その致死効力には殆どそ

れらがjt･力効柴を示さないことから,ポ.)オールのメ

チルエーテル籾のピレスロイドに対する共力作用機構

は,虫体内におけるピレスロイドの水敢化解毒の阻止

に韮ずくものではなくて,恐らくクチクラ屑を通して

の殺虫剤の虫体内への渉透,さらに作用点へのそれら

の到達を促進する作用によろものではないかと想像せ

9
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Table3.Degreesofsynergism ofpolyolmethylethersforlethal

elfectivenessofpyretbrinsandallethrinagainstmosquito
larvaeandadulthouseflies.

られる.

3.イエバエ成虫に対する蚊取線香炊煙中のピレスリ

ンおよびアレスリンのノックダウン効力へのポリオ

ールメチルエーテル額の共力効果

蚊取線香の主剤であるピレスロイドは最近殆ど全

部合成ピレスロイドであるアレス.)ンによって置き換

えられているが,一般に市販の合成共力剤は天然ピレ

スリンにはかなり有効であるが.アレスリンに対して

は効力が劣り,また線番としての班用の場合は,燃焼

という現象を伴なうため,難即発性および熱安定性を

もつ化合物が望ましい外.焼畑の際有砧化合物あるい

は異臭の発生を伴ない易い有機塩素系あるいは含窒素

系の共力剤の班用を避けたい.さらに蚊取線香の炊煙

においてピレスロイドに共力効果を示す化合物として

は著者8)によるエゴノールならびに林ら9)による S-

10

421および MGK-F5026以外知られておらず,現在

さらに有効な共力剤が要望せられている状憶であるの

で,前項の生物試験において共力効果の認められた

VIII,ⅠⅩおよびXの3校をとりあげ,蚊取組布巾に

アレスリンの4倍虫のこれらを混用し,イエバエに対

する48分以内におけるノックダウン効果から.その中

央ノックダウン時間を求め,さらにそれら仏から各メ

チルエーテル類の共力皮を算定し,邦4誠にホすよう

な結果を得た.

すなわち3供試化合物とも,アレスリンにその4倍

虫を氾和した線香では,全く共力効it!を示さない.イ

エバエに対する才放粉降下張田法では,3化合物何れも

がかなり強い非力効架を示し,またVIIIがイエバエに

対するアレスt)ンの致死効栄に,さらにⅠⅩおよびⅩが

アカイエカ幼虫に対するピレスリンの致死効果に,そ
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Table4.Dcgrccsofsyncrgismofpolyolmcthyl･
ethersforknockdowne【rectivenessor

pyrethrinsandallcthrinin mosquito

coitagainstadulthouscflics,

compound DepRyr,CcethO,finSsynCrgisAm"霊 ,Fn-D

VlⅠ1 0.98 0.96
1X 1.04 0.94

X 1.00 0.96

れぞれ非力効果を示したのに,本実験の場合は全 く効

雑がみられなかったのは.線番の燃焼熱によるメチル

エーテルの速やかな揮散抗失.あるいは熱分節を受け

たことによるものと想像せられる.

総 括

アカイエカの幼虫ならびにイエバエの成山を川いる.

ペトr)一皿は.撒粉降下法Fiは,用所適用法おJ:び蚊

l&線番畑畑法によって,ピレス.)ンならびにアレス.)

ンのこれら昆山に対するノックダウンならびに致死効

力への25を現のポリオールメチルエーテル斑の非力効果

を検討した.

アカイエカの幼虫に対する両ピレスロイドのノック

ダウン効力へは.一般に強い非力効果をもつものは少

なく,炭芽;数の少ないメチルエ-テルで,分子巾にメ

トキシ基の外.メチレンあろいはメチル誠を有する化

公物に邦.力効米がみられる.

イエバエに対する両ピレスロイドのノックダウン効

力へは.強い火力効果を持つメチルエーテル類が多く.

矧 こⅠ,ⅠⅠ,HI,ⅠV,Ⅴ,､ⅤⅠⅠ,ⅤⅠⅠⅠ,ⅠⅩ,X,ⅩⅠ,ⅩII,

ⅩⅠⅠⅠおよびXlVの共力皮は甚だ高い.しかしtetritol

および pentitolのメチルエーテル矧 ま全く火力効架

を示さず,むしろ脂肪族あろいは肥環朕の hexitolお

よびbenzenehexolのメチルエーテル獄が中程度の非
力皮を示す.これら共力効果を示す化合物は,一般に

ピレスリンに対するよりもアレスリンに対する共力皮

の方が大きい幌向を示す.

化学構造から考察すると.分子中にメトキシ基の数

の多いことは必ずしも共力度を大ならしめる条件とは

ならず,メチル,メチレンあるいは水恨基のような疎

水兆および親水基が共存することも火力効米の脚地に

描与するもののようである.

間ピレスロイドによるアカイエカの幼山の致死効力

へは,VIT,lXおよびⅩ以外は全く-)U)効米をボさす,

また両ビレスロイドのイエバエの致死効力へもVIII

およびXVI,さらにピレスリンに対してXがそれぞれ

共力効架を示す.また蚊取締Frでは.両ピレスロイド

のイエバェに対するノックダウン効ノJへVHI,ⅠⅩおよ

びXは何れも全く非力効米をホきず,これらメチルエ

-テル矧 ま輔煙の際熱分解を受けたものと.FTiわれる.

以上のことからポ.)オールのメチルエ-テル頬のピ

レスロイドに対する共力作用機構は,昆虫クチクラ屑

から山体内への薬剤の渉透の促進にあるのではないか

と打像せられる.
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Sunlmary

Thecomparativevaluesor25polyolmethyl･

ethersassynergistswith cithcrpyrcthrinsor

allethrin wereevaluatedin both testsorthe

knockdownandlethalcltcctivcncssagainstadult

houseflies,Muscado州eStfcaL.by thesettling

dustapparatus,mosquitocoilsmokeormeasured

dropmethods,andagainstlarvaeorthecommon

housemosquito,CutexI)tlL)ions♪aLlensCoqui.by

thePetri･dishmethod.

Intheassayortheknockdownerrectiveness

againstmosquito larvae,･Severalmethylethers

containingthemethylormethyleneradicalin

additiontothemethoxygroupshowedappreciable

synergism with both pyrethrinsandallethrin.

h thecaseofthesamecEfcctivcncssagainst

houseflies,manymethyletherstcstedwerefound

tobcsyncrgisticmarkedlywitheachofpyreth･

roid,especiallyetllyleneglycolmonomethyletller,

cthylcnc glycoldimcthylclhcr,1,1-dimethoxy･

cthanc,2.2-dimcthoxypropane,1-methoxy-2-pro-

panol,trimcthylcnc glycol monomethylether,

trimethyleneglycoldimethylether,1,2-epoxy-3-

methoxypropane,glycerol1-monomethylether,

glycero12-monomethylether,glycerol1,2-dime･

lhyletherandglycerol1,3-dimethylethershowed

ll
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strongsynergisticeffect.Furthermore,hexame･

thylethersofaliphatic,alicyclicoraromatichexols

wereshowedmoderatesynerglSm,howevertetral

orpentamethylethersoftetritolsorpentitolsdid

notexhibitanysynerglSm.Ⅰngeneral,thecom･

bination oEallethrinwithmethylether.sshowed

ahigherorderofsynerglSm thanthesimilar

combinationofpyrethrinswiththesameethers.

Intheassayofthelethaleliectivenessagainst

mosquito larvae,allcompoundsdidnotshow

any synerglSm With each pyrethroid except

trimethyleneglycolmonomethylether,1,2-epoxy

-3-methoxypropaneandglycerolトmonomethyl･

ether.In thecaseofthe same effectiveness

againsthouseflies-eachpyrethroidwassynergized

withtrimethyleneglycoldimethyletherandtetra

-0-methylpentaerythritol, and also pyrethrins

weresynergizedwithglycerol1-monomethylether

similarly.

Intheassayoftheknockdowneffectivenessof

mosquitocoilsmokeagainsthouseflies,trimethy･

leneglycoldimethylether,1,2-epoxy-3-methoxy･

propaneandglycero11-monometllyletherdidnot

showanysynergism witheachpyrethroid.

From thestandpointofchemicalstructure,

increaseofsynergisticactivitiesinaliphaticor

alicyclicpolyolmethylethers wasresulted by

introductionoibothhydropbobicandhydrophilic

radicalsSuchasmethyl,methyleneorl一ydroxy

radicalsintothemolecule,butnotbythenum･

berofmethoxysubstituent.

Itwasthoughtthatthemodeofsynergistic

actionofpolyolmethyletherswitheachpyrethroid

isduelargelytotheincreaslngOfthepenetration

oftheinsecticidesintotheinsectcuticle.

E転I
l

? R

HN'YN>F'll l
H2N/ヽN〈Nク＼RI

Ia, R-H,Rl=OH
b, R-OH,Rl-H

c, R-OH,Rl=CH∂

d, R-COOH,Rl-H

e, R=H,Rl=COOH

E, 氏-OH,Rl岩CH2COCOOIi

laは,90mg/kgで71%の阻止率を示した.Iaは,モ

ンシロチ｡クに も存在することが認められたので,抽

出法を改良して稀アンモニアで抽出しセ7 7デックス

で分離した.さらに Iaの他に,Ⅹanthopterin(Ib)ち

砿認きれた.その他にも微量ながらIc,Id,Ie,Ifの

存在が推測できたので,これらの合成物を生物検定し

たが,活性のあるものは認められなかった.

以上のことか ら,昆虫プテリジン化合物は,抗艦焔
剤の ドラッグデザインの出発点とみなすことができろ.

(砧栢正三)

lBL

蝶の組の抗睦癌性物質

ButterflyWingAntineoplasticAgents.G.R.

PettlLteLat.Exbeyientia,28,381(1972).

抗弧磁性物質を開発するために,種々の陛駄 Hij水

拙節足動物の相成成分をしらべた.予椀的火映から餅

細目のシロチ7ウ料の蝶が,このような効力をもつ物

質を合有している可能性のあることを示した.

アジアに多いムモンウスキチ｡クのエタノール抽出

成分が,米国国立癖別の Walker256carcinoma艦

功 (ハッカネズ:)に行なった失験で400mg/kgの施

与で71%の阻止率を示した.そこで25万匹のムモンウ

スキチョウを風 胴,腹,麺にわけて,それぞれ抽出

し,抗弧脳性の検討を行ない,超に効力のあることが

わかった.1517gの超から.)グロイン可溶部 50g,50

%エタノール可溶部 51g,95,00'ェクノール可溶部 53g

が得られる.この95,00/ェクノール可溶部を種々の溶媒

系で分配を行ない,さらにセ717デックスカラムで約

製して isoxanthopterin(Ia)が有効成分であること

が確認された.
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